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In general, it is said that the small and medium sized businesses have 
difficulty in employing the labor force, and that they are also suffering from a 
labor shortage constantly. The reason is that there exist some mismatches 
among labor markets, especially between the employment market of large 
companies and that of small and medium sized companies. The persons who 
want to get jobs desire to work in large companies, then small and medium 
sized companies suffer. 
In the Tama area in Japan, however, even the small companies can employ 
labor force easily. The mismatching among the labor markets dose not occur. In 
this area the actual situation of employment by small and medium sized 
businesses is unique.  
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発表の平成 23 年度大学卒業生の就職率は 93.6%で、就職希望者のうち約 2 万 5 千人が就職






 リクルートワークス研究所（2011）によれば、同じ平成 23 年度の大卒求人倍率を従業員
の規模別に見た場合、従業員規模が 1,000 人以上で 0.65 倍、1,000 人未満で 1.86 倍であっ
た。ここでは企業規模間でのミスマッチが生じていたことになる（図 1）。 
 
図 1 従業員規模別大卒求人倍率 



























































る。例えば、A という人が X 社の求人に応募して、面接選考の結果、採用されたのだが、
実際に働いてみたら、A の能力が職務遂行に十分ではなく、採用を失敗してしまったような
ミスマッチである。逆の場合も同様で、B という人が職を探していて、いくつかの候補の中














































































た。2010 年度調査は、2010 年 11 月 20 日から 12 月 7 日までの間に実施した。2011 年度
調査は、2012 年 2 月 15 日から 3 月 6 日までと、追加調査を 2012 年 6 月 8 日から 6 月 15
日までの間に実施した。調査対象は多摩信用金庫の取引企業で、そのうち従業員数が 5 人
未満の小規模企業と、正社員数が 1,000 人以上で多摩地域に本社がない企業を除き、有効











て、2009 年から 2010 年までの 2 年間での採用の有無は次のようであった。大卒を 1 人以
上採用していた企業は全体の 34.8%あり、逆に 1 人も採用していない企業は 65.2%であっ
た（表 1）。一方、中途採用については、2009 年から 2010 年の 2 年間で 1 人以上採用して























表 1 大卒採用の有無 2009 年から 2010 年 














あり、満足していない 37.5%をはるかに上回っていた（表 5）。 
表 3 正社員求人の告知方法 




















資料：厚生労働省「労働市場年報」1990 年〜2005 年 




























































資料：三菱 UFJ リサーチ&コンサルティング㈱「企業活動における人材採用活動に関するアンケート調査」2008 年 
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